















































































































































































家畜全部の合計は，馬 2頭・路防5頭・山学 36頭である。私の身は 82才
となり死が迫っているので，後日のために，彼らとその所有する家畜全て
を，嘉慶4年8月16日に確認した。嘉慶5年 6月19目。J(~17-1-160-4) 


















































































































































































































































































嘉慶 11年時の旗長はソノムワンチグ{sonombancuy。在位乾隆 58(1793) 
~道光 17(1837)年)である。先々代の旗長ダシピル (dasipilo 在位濯正6






















に差し上げた。嘉慶 2年 11月 15目。




















































































(1) 代表的な研究を挙げれば，島田正郎 1982。田山茂 1954。矢野仁一1925。
( 2 ) 主な論考としては，萩原 1988，1990， 2000， 2001， 
( 3 ) 近年では岡洋樹氏が，セチェン・ハン部中末旗におけるオトグ，パグ組織の研究を進め
ており，清朝制度には見られない社会構造の在り方を明らかにしている(岡 1998，1999a， 
1999b)。
( 4 ) 拙稿 2002。
( 5 ) 当該社会の最下層民については未だ不明な点が多く，先行研究に則り「奴隷」の語を用
いるが，本論では全て“ "を付ける。国外ではナツァグドルジ 1965が，圏内では二木
1987， 1994の専論がある。“奴隷"の名称自体が，フプード (kobUd.kobegUd， kobed). 
ポール (boγul)，メデル (medel)，ヒタド (kitad).ゲリーン・フン (ger-Unktimlin)， 
ザルツ(iaruca)など多数存在し，相互の使い分貯は不明である(二木 1987，p 34)。本論
では一括して“奴隷"と訳出しておく。
( 6 ) 詳しくは前掲拙稿参照。殆どの文書は，財産処分に関する自己の意図や当事者聞の合意
内容を「後日，確認として (qoyiciedUr temdeg bolγan)J r(旗長・旗街門に)確認申
し上げる (temdegayiladqaqu) Jために作成されている。












( 8 ) 二木 1987。また，二木 1994では『相続権』以外にも嘉鹿期の摺子・描冊を使用し，嘉
鹿以後の“奴隷"について考察している。




人口については，道光 15(1835)年の記録に [6，566戸・27，139人」とある (MI7-1-67，
P 202)ことや I相続権』前言所引の [19世紀前半Jの戸口統計表(二木 1984p34に訳出・
転職)などから推測した。詳しくは前掲拙稿P136-138参照。
(10) 清代ノリレハの例では，セチェン・ハン部中宋旗の旗長プレプジャプが出した布告文中に
確認できる(ナツァグドルジ 1960，p 30・p34。布告文については岡 1997)。また内モン
ゴルの例では，ジュンガノレ旗の「旗務大会Jや(田村 1942，p90-)，アラシャン旗の「旗
会審法庭」が紹介されている(内家古自治区 1985，p 150-)。









(13) 原次では iqaruca albatuJとある。 rqarucaJの意味は不明であるが，ナツァグFル
ジ氏はこれを[xapuJと解釈している([相続権JP 74)。今これに従う。
(14) 乾隆期出冊所収史料を引用する際には，全 255件に筆者が付した通し番号を [No.-J
と記し，後ろに各業の表面右上に付古れた頁数を記す。通し番号・柏冊葉数については，






























1-50) ，道光 15(1835)年 (MI7-1-67)，戚豊5(1855)年 (MI7-1-78)，成豊 10(1860) 
年 (M17-1-80)，光緒31(1905)年 (MI7-1-121)の4冊である。このうち，嘉鹿 24・


































(29) 原文では fkulyekuJとあるカ主文脈から fkuliyekuJと判断した。
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